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デザイ ンの振興における海外実業練習生
田島奈都子/筑波大学
「海外実業練習生」の派遣事業とは,1896
年～1928年まで 「殖産興業」と 「海外貿易の
振興」を目的に,農商務省によって実施され
た,人材育成のための海外留学支援事業であ
り,約30年間で857人の派遣実績 を残 してい
る。練習生には中学卒業以上 もしくは同等程
度以上の学力と 「派遣先」の語学力が要求さ
れ,採 用に当たっては外国語,作 文,「練習
科目」に関する実力試験が実施された。なお,
採用にも関わる練習科 目,っまり現地におけ
る具体的な修得すべき内容は,こ の派遣制度
の所管官庁が農商務省であったことを背景と
して,農 商工のあ らゆる分野にわたっており,
派遣先 も本人の希望に即して任意 とされてい
た。ただし,この派遣制度 自体が産業と貿易
の拡大という国家の命題を担 うものであった
ことから,実際には欧米先進国への渡航が全
体の約70%を占め,中でも北米 と英仏が圧倒
的に多か った。なお,練 習生に対 しては現地
への渡航費や滞在費の一部が農商務省から支
給されていたものの,その代わり彼 らには通
常は3ケ月 ごとに修業の実況を農商務大臣に
報告することや,特定の課題に対する調査依
頼に応えること,及び本国において参考資料
となりそうな商品や見本品を買い付 け,送 る
こと等が義務 として課せ られて もいた。ちな
みに,練 習生の報告は1897年1月に創刊 され
た 『農商務省商工局臨時報告』とその継続誌
に随時掲載 され,物品に関 しては東京築地に
あった農商務省商品陳列館に展示された。
海外実業練習生の中には,今 日の 「デザイ
ン」を指し示す 「意匠」や 「図案」,もしく
はそうした言葉を含むものを練習科目として
掲げて渡航 した人物が29人いた。 もっとも,
この人数は全派遣者数からするとわずか3%
にすぎず,練習生の派遣事業とデザインの振
興 との関わりが顧みられなかった理由ともなっ
ている。 しかし,20代半ばから30代半ばの最
も探求心の旺盛な時期に,主 に欧米に渡航 し
ている彼らの多くは,東京美術学校や東京高
等工業学校,京 都市立染織学校を卒業 した斯
界エ リー トであり,現地においては地元の美
術学校で 「絵画」や 「彫刻」を修め,帰国後
はそれぞれの分野の第一線の作家として活躍
したり,後進の指導に従事 し,練習生の中で
は最も後世に名を残 した人々ともなった。
なお,こ こで再度彼 らの掲げた練習科目の
名称を見てみると,29人中8人が 「意匠」や
「図案」 という言葉を単独,も しくは この2
っの言葉を合成 した名称を掲げて渡航 してい
るものの,6人 が 「工芸」 もしくは 「美術工
芸」と組み合わせており,またそれとは別に
現在では 「工芸」に含まれることが多い 「陶
器」 「織物」 「漆器」「染織」 と 「意匠」 や
「図案」 という言葉を組み合わせたものを練
習科目として掲げていた人物 もいた。そのう
え,派遣後期になると 「装飾術」や 「ポスター」
といった,後 に 「商業美術」 と呼ばれるもの
を練習科目に掲げて渡航した人物までもが出
現 しており,農商務省が練習科 目として認め
た 「意匠」や 「図案」と,それを掲げて渡航
した人物の属性はかなり幅広かった。
このように,農商務省が行っていた海外実
業練習生の派遣制度は,「意匠」や 「図案」
の名の下に,結果的には純粋美術から工芸,
商業美術 と多種多様な美術界の人材育成に貢
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献する結果 となったが,こ の背景には若手美
術家の養成に他の機関が官庁を含めてあまり
積極的でなかったこと,及びこの派遣制度が
開始された頃のわが国における美術の定義が
今 日よりもはるかに緩やかであったことが関
係 している。ただし,こ うした美術界の人材
育成に農商務省が助成 した最大の理由は,戦
前期の我が国においては,「美術工芸品」 が
生糸や茶 と並ぶ欧米への 「重要輸出品」であっ
たことにある。っまり,美術工芸品が 「作品」
としてよりも 「商品」として国家に重要視 さ
れていた当時のわが国においては,その 「基
礎」 となる 「意匠」や 「図案」の研究 と技術
者の育成は国家的な命題だったのであり,こ
の事実は,農商務省が 「工芸品商業」や 「美
術工芸品商業」を掲げた人物をも練習生 とし
て欧州に派遣 していたことか らも窺われる。
なお,練習生の報告が掲載 された 『農商務省
商工局臨時報告』とその継続誌には,欧米の
美術雑誌に紹介された作品や,練習生が本国
に送付 した品々の写真が適宜掲載 されており,
『報告書』 はそれぞれの作家の海外 における
活動状況を知る手がかりとしてだけではなく,
海外の最新の美術及びデザイン界の動向を国
内に知 らせた文献としても再検証をする必要
性があると思われる。
意匠 もしくは図案を練習科 目として掲げた海外実業練習生とその渡航先
派遣国名 地 域 名 練 習 科 目 氏 名(雅 号) 派遣開姶年 派遣終了年
1 イギ リス ロ ン ドン 織物意匠図案 井手馬太郎 1896年11月1899年2月
2 フ ラ ンス リ ヨ ン 織物図案 福島 健三 1903年8月1906年7月
3 ア メ リカ ボ ス ト ン 工芸意匠図案 横山 秀麿(大観) 1904年3月1905年9月
4 ア メ リカ 二3一 ヨ ー ク 図案 河邊 正夫(東磧) 1904年5月1907年4月
5 ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 図案 濱 訓良 1904年6月1907年6月
6 ア メ リカ ボ ス トン 工芸意匠図案 出口清三郎 1905年5月1908年5月
7 ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 工業図案 森田 茂樹 1905年7月1908年6月
8 イギ リス領 イン ド カ ル カ ッ タ 工芸図案 勝田 良雄(蕉琴) 1905年8月1908年5月
9 ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 漆器図案 小川 三知(山痴) 1905年10月1908年9月
10 ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 意匠図案 澤 田誠一郎(宗 山) 1906年3月1907年12月
11 ベ ル ギ ー ブ リュ ッ セル 銅器陶器ノ原型図案 武石弘三郎 1906年7月1909年6月
12 ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 金属彫刻及工業図案 田雑 五郎(香雨) 1906年9月1909年9月
13中国 上海 図案 毛利 教定 1907年2月1908年7月
14 フ ラ ンス パ リ 染色図案 津田亀治郎(青楓) 1907年4月19正0年10月
15 イギ リス ロ ン ドン 図案 白瀧幾之助 1907年7月1910年7月
is ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 図案 鹿島 英二(瑞白) 1907年11月1909年3月
17 ア メ リカ 二3一 ヨ ー ク 意匠図案業 古田土貞治(雅堂) 1907年12月1910年11月
18 イ タ リア チ ュ ラ ン 美術工芸図案 谷囗新次郎 1908年8月1912年1月
19 イ タ リア ベ ニ ス 美術工芸品及装飾図案並彫刻 寺崎 武男 1908年11月1911年10月
20 フ ラ ンス リヨ ン 織物図案 笠原吉太郎 1910年6月1913年3月
21 ア メ リカ シカゴ 陶器ノ図案並絵付業 秋元 隆雄 1910年11月1913年10月
22 ア メ リカ シカゴ 意匠図案及陳列窓装飾術 上田 憲司 1917年度
23 ア メ リカ ボ ス トン 陶器図案絵付及硝子器装飾術 水野 誠 1918年度
24 フ ラ ンス パ リ 商用装飾 ポス ター図案 神津 港人 1920年 1922年
25 ア メ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 図案及一般装飾術 広瀬 尋常 1920年 1921年
26 イギ リス ロ ン ドン 美術工芸図案 荒井 陸男 1924年2月4日現在渡航中
27 フ ラ ンス パ リ 婦人子供洋服及装飾品の意匠図案竝室内装飾業 松本 まさ 1924年2月5日現在渡航中
28 フ ラ ンス パ リ 図案業 大津 逸次 1924年2月5日現在渡航中
29 フ ラ ンス パ リ 印刷用原画並印刷用インキ製造業並ポスターの意匠 長屋 勇 1924年4月1927年5月
110
